
北海道建築士会青年委員会事業報告書 

報告件名 本部青年ＷＥＢ小会議（第１回） 

報 告 者 針ヶ谷拓己 

開催日時 平成26年 12月 16日（火） 18：30～20：00 

開催場所 － 

出 席 者 針ヶ谷､石塚､原､鈴木､北野､大浦  岡本 

報  告  内  容 

≪協議事項≫ 

１．青年建築士の集い（石塚）【18：30～18：45】 

    ○日時    平成27年 5月 16日（土） 

    ○場所    倶知安町（道央ブロック後志支部主管） 

    ○内容    行政主導の新幹線倶知安駅周辺まちづくりに建築士会青年委員会として事前に参画し、集いでは、

「行政」「まちづくり組織」「一般住民」「JCや YEG」などを巻き込んで、「まちづくりイベント」

を開催する。内容や手法は検討中。 

内容：①まちづくり案を新たに提案する②提案されたまちづくり案を協議する 

手法：①まちあるき②ＷＳ③ＰＤ④ディベート⑤マインドマップ など 

 

２．全道大会青年サミット（鈴木）【18:45〜19:20】 

    ○日時    平成27年 9月 18日（金） 

    ○場所    未定 ※本大会は紋別市民会館、ホテルオホーツクパレス 

    ○大会テーマ「オホーツクの四季を編む」 

    ○内容    ①紋別支部青年による企画②地域実践活動発表会実施③本部青年が主導となり企画 という３つ

の方向性が示されたが、参加委員より意見を伺い、①紋別支部青年による企画にて進めることに

決定した。 

 

      【紋別支部青年による企画案～紋別を知ってほしい～】 

テーマ「魅力的なまちづくり」 

   紋別は、人口の流出、郊外型大型店舗の進出による空洞化、空き家・空き店舗の増加、建築

物の老朽化等の課題を抱えている。昨年、紋別市では、目指すべき将来像を描き、まちづくりの

基本的な方向性を示す「紋別市まちづくりビジョン」が策定され、住民、地域関係者及び行政等

が協働し、中心市街地の再生への取り組みがされているところである。青年サミットでは、まち

めぐり（バス等）を行い、現在の紋別を感じ、これから未来へ継いでいく魅力的なまちづくりと

は何かを考える。 

  1.主旨説明、紋別市の概要説明 

  2.まちめぐり（バスで市内をめぐり、降車して見学やまちあるきを行う） 

  3.ワークショップ 

魅力あるまちのイメージとは／テーマ・コンセプト・キャッチフレーズ／まちの特徴／

市街地図へゾーニング計画 を考える。 

大会テーマを意識し、グループごとに春夏秋冬のいずれかを選択した上で、その季節が

魅力的となる地域を考えていくという案も検討中。 

  4.発表 

        



 

【参加委員からの意見】 

        ・紋別、農業（畑作・酪農）、林業、漁業（毛がに・ホタテ）、観光など様々な産業が発達。何

かの産業と絡めるのもおもしろい 

        ・行政との連携ができる事業となりそう 

        ・「四季 春夏秋冬」にてグループ分けするのは新しいアイディアでおもしろい 

        ・これから話し合いを進め、企画を膨らませていける内容であり、良いと思う 

○今後のスケジュール 

       紋別支部青年にて、次回委員会までに企画を膨らませるとともに、スケジュール等の詳細につい

て検討を進める。また、紋別支部（親会）へ青年サミット企画内容を報告し、大会テーマに沿っ

た内容であるか確認する 

 

３．全道大会Ｃ分科会（針ヶ谷）【19:20〜19:50】 

    ○日時    平成27年 9月 19日（土） 

    ○場所    未定 ※本大会は紋別市民会館、ホテルオホーツクパレス 

    ○大会テーマ「オホーツクの四季を編む」 

    ○内容    企画案の方向性は、①青年サミットの内容の継続案 ②大会テーマに沿った別案 が想定される。

本日のところは参加委員から意見収集のみとし、次回委員会にて決定とする。 

      【参加委員からの意見】 

       ・全道の建築士が集まるので、その場限りの事業ではなく、紋別に有益となる「おみやげ」を残

したい 

       ・旭川大会は青年サミット及びＣ分科会ともに支部青年が企画を主導しなければならないと思っ

ていた。今回は青年サミットと内容が異なっていても良いと思う 

・紋別らしいことが良い。四季ごとのチームに分かれて、ＰＲ合戦など 

       ・行政的には空き家問題が深刻化している。建築士としてその解消の仕組みを考えるなど何かお

手伝いしてはいかがか 

       ・他の市では、「空き家・空き地バンク」という、市役所主導でJC・YEGと連携しながら、空き家

対策が行われている 

       ・中心街の空き家は、所有者が手放さない・高額でしか貸さないことも原因にある 

≪その他≫【19：50～20：00】 

１．全道大会旭川大会の青年サミット&Ｃ分科会の報告パネル進捗状況 

   青年サミット（原）は提出済み、Ｃ分科会（石塚）はこれから作成 

２．各支部青年の組織について（大浦） 

   各支部によって「青年委員会」「青年部」とバラバラです。各支部の会則等の問題もありますが、「青年

委員会」に全道統一することはできないでしょうか 

   →この内容について、理事会へ報告いたします（針ヶ谷） 

 

 


